
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

無名の詩人，半ば未知の詩人，不遇の詩人 : ヴェル
レーヌ『呪われた詩人たち』のロジック

倉方, 健作
東京理科大学 : 非常勤講師

https://doi.org/10.15017/1495149

出版情報：Stella. 33, pp.237-247, 2014-12-24. 九州大学フランス語フランス文学研究会
バージョン：
権利関係：



237

無名の詩人，半ば未知の詩人，不遇の詩人
──ヴェルレーヌ『呪われた詩人たち』のロジック──

倉　方　健　作

『呪われた詩人たち』

　ポール・ヴェルレーヌ（1844–1896）による『呪われた詩人たち』（初版 1884
年，増補版 1888 年）の価値は表題の妙にある，と断じてしまうのは乱暴にすぎ
ようか。「呪われた詩人たち（poètes maudits）」──名詞と形容詞のシンプル
な結びつきは，それだけに読者の心をとらえ人口に膾炙した。世間に認められ
ぬ文学者像の類型としては，もはや紋切型と言ってもいい。
　だが『呪われた詩人たち』は，名のみ高く読まれることの少ない部類の書物
であろう。陽の当たらぬ詩人たちの存在を 19 世紀末の読者層に知らしめた文 
学史上の意義はもちろん認められるべきだが，歴史的文脈から切り離して本文
を眺めれば，書き手に「批評家」としての姿勢と資質が欠如している印象は否
めない。以降の「呪われた詩人」等をめぐる考察の著しい深化と無縁ではない
にせよ，強烈な魅力を放つ引用の合間に配された緩衝材のごとき文章を「批 
評」として再評価しようとする試みは，おそらく徒労に終わるであろう。高い
知名度に比して同書にかんする論考は意外なほど少なく，いささか複雑な出版
経緯とヴァリアントをもつにもかかわらず，拠るべき校訂版もごく限られて 
いる 1）。
　他方で『呪われた詩人たち』の精読と検討は，ヴェルレーヌの名が高まる過
程と，背景となる 19 世紀末の文壇状況を把握するためには不可欠な作業といえ
る。40 歳を迎えて詩人が上梓した同書は，最初の散文による著作であり，ヴァ
ニエ書店から出された第一作でもある。本稿では，自らの過去と伝説を切り売
りしながら世紀末の文壇に棲息する「後期ヴェルレーヌ」のはじまりを告げる

『呪われた詩人たち』執筆の経緯を検証し，構成の特徴とロジックを明らかにし
たい。
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第 1集：コルビエール，ランボー，マラルメ

　単行本に先行する雑誌掲載から整理しよう。連載が予告されたのは，当時の
週刊文芸紙『リュテース』（毎号 ４ 頁建て）79 号（1883 年 8 月 3 –10 日号）で
ある 2） ──

　『リュテース』は近々の号でポール・ヴェルレーヌによるたいへん興味深い研究を連
載する。題名は「呪われた詩人たち（第 １ 集：トリスタン・コルビエール，アルチュー
ル・ランボー，ステファヌ・マラルメ）」である。

以降，断続的にコルビエールが ３ 回，ランボー ５ 回，マラルメ ３ 回，計 11 回が
連載された 3）。予告の段階からコルビエール，ランボー，マラルメという同時
代を生きた ３ 人の詩人に対象を絞っているが，しかし「第 １ 集」とすることで
古今東西に例を求めながら連載を継続する余地を残している。
　ところで，ヴェルレーヌがマラルメに承諾を求めたのは，予告が公になった
直後であった──

　聡明な若者たちによる瀟洒な小新聞『リュテース』に，『呪われた詩人たち』と題し
て一続きの論文を連載する予定です。
　もちろんタイトルについては拙論の冒頭でしっかり説くつもりですし，そこには説
明となり，一種の副題ともなる「絶対的詩人」という語を加えます。
　じつは「第 １ 集，トリスタン・コルビエール，アルチュール・ランボー，ステファ
ヌ・マラルメ」という括弧書きを添えて，失礼を顧みずに，この研究をすでに予告さ
せていただきました。
　今回の連載にも，次回の，つまり最後の連載にも，お名前が挙がるのを望まれない
のであれば，もちろんご意向に添うようにいたします。4）

すでに名前が予告に挙がった以上，マラルメには断りにくかったであろう。そ
れがヴェルレーヌの策略だったかどうかは判断しがたいが，少なくとも彼がマ
ラルメの不安を取り除こうと配慮して，連載の冒頭で「呪われた詩人たち」を

「絶対的詩人たち（Les Poètes absolus）」と呼び代えたのは確かである──

　平穏を望むなら「絶対的詩人たち」と呼ぶべきだったが，平穏など現代では通用し
ない〔…〕。
　想像において絶対的であり，表現においても絶対的，そして最良の世紀における

「純
レ イ ・ ネ ト

然たる王」のように絶対的なのである。
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　しかしながら，呪われているのだ！ 5）

　とはいえ，彼がこれ以降『呪われた詩人たち』に「絶対的詩人」の語をもち
いることはない。冒頭部分はマラルメのみを念頭に置いた文面の観があり，『イ
ジチュール』の著者に投げかけられた「絶対的」という語の選択は，絶妙であ
ると言うほかない。
　 ２ 歳年長の詩人にたいするヴェルレーヌの配慮はこれに留まらない。マラル
メにとって，ランボーはただ一度の邂逅に終わった少年 6），コルビエールのほ
うは完全に未知の名であった。ヴェルレーヌは『リュテース』誌に関わる青年
詩人シャルル・モリスに「ところでマラルメはコルビエールについて何と言っ
ている？」 7）とも尋ねており，マラルメの考えを常に意識していた様子が窺わ
れる 8）。しかし同者にかんする「研究」が周到に準備されていたわけではなく,
それどころか掲載の間際まで，文中で引用する作品さえ目処をつけていなかっ
たのである──

　『呪われた詩人たち』はもうすぐ掲載されます。〔…〕「あなたの」章（もしくは数章）
は『リュテース』誌に ２ 週間後に載るでしょう。拙文がお気に召すよう願っておりま
すが，そのためにも未発表作品を頂戴したいのです！ 大至急で！ 9）

敬意よりも甘えが，さらには旧友を利用しようとする意図さえもが透けて見え
る。コルビエール，ランボーに続いてマラルメの名を出すことが先決であり, 

「研究」の内容は副次的なものにすぎない──ヴェルレーヌ自身がそう考えてい
たとすれば，連載当時の彼の姿勢は，『呪われた詩人たち』の歴史的意義とタイ
トルの創意しか認めない後世の評価にまさしく映し出されていよう。連載に基
づく単行本は 1888 年 ４ 月，253 部が刊行された。

第 ２集：デボルド＝ヴァルモール，ヴィリエ・ド・リラダン，「哀れなレリアン」

　初版から ４ 年後の 1888 年，マルスリーヌ・デボルド＝ヴァルモール，オー
ギュスト・ヴィリエ・ド・リラダン，そして「哀

ポ ー ヴ ル

れなレリアン」 10）の ３ 詩人を
くわえた増補版が刊行された。成立の経緯は初版に比べてやや複雑である。
　当初から連載継続の余地を残してあったことは先に引用したマラルメ宛書簡
で見たとおりである。第 ２ 集の連載が予告されたのは『リュテース』紙 156 号
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（1885 年 1 月 18–25 日）においてであった──「我々は近日中に『呪われた詩
人たち』の第 ２ 集，デボルド＝ヴァルモール夫人，ヴィリエ・ド・リラダン, 
哀れなレリアンを掲載する」。だが連載の開始は遅れ，３ カ月後の 168 号（ 4 月
12–19 日）に以下の文章が掲載される──

　かなり深刻な体調不良のため，我らの友にして協力者でもあるポール・ヴェルレー
ヌ氏は『呪われた詩人たち』の第 ２ 集を仕上げられずにいる。そのため掲載は今から
1 カ月後あるいは ６ 週間後となるだろう。

期限の ６ 週間が経過した 174 号（ 5 月 24–31 日）に載ったのはヴェルレーヌ自
身のメッセージであった──

パリ，〔1885 年〕5 月 16 日
　親愛なる友人たちへ
　それでは（間違いなく）２ 週間後の予定で『呪われた詩人たち』第 ２ 集を予告して
くれたまえ。不一

ポール・ヴェルレーヌ　

　度重なる遅延に，ヴェルレーヌの個人的な事情が影響していたのは間違いな
い。1885 年 2 月には，別居中の妻との離婚による精神的痛手から泥酔して他人
の家に侵入しただけでなく，実母に対する殺人未遂で告訴された。告訴と反訴
とで ３ つの裁判を抱え，その結果 3 月 24 日に禁錮 １ カ月と 500 フランの罰金を
課されている。「かなり深刻な」の表現はまったく大仰ではない。「マルスリー
ヌ・デボルド＝ヴァルモール」の冒頭はようやく『リュテース』紙 176 号（ 6
月 7 –14 日）に掲載されたが，続編は発表されなかった。「体調不良」に金銭上
の不如意がくわわり，左足には水腫が出来たうえ，翌年 1 月 21 日には母を喪っ
たためであろう。この時期のヴェルレーヌは自らを省みて，「呪われた」という
形容詞を何度も反芻したに違いない。
　「マルスリーヌ・デボルド＝ヴァルモール」はその後『ラ・ヴォーグ』誌 ２ 号

（1886 年 4 月 18 日号）に再掲載されるが，『リュテース』紙からの変更理由は
定かではない 11）。同誌 ３ 号（ 4 月 25 日号）に「マルスリーヌ・デボルド＝ヴァ
ルモール」の続編，７ 号（ 8 月 7 –14 日号）に「哀れなレリアン」が掲載され
た。「ヴィリエ・ド・リラダン」のみ雑誌掲載はなく，1888 年 8 月 31 日刊行の

『呪われた詩人たち』増補版が初出である 12）。刊行部数は 600 部と初版の倍以
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上に増えており 13），背景には ４ 年間で高まった著者の知名度と文壇での地位の
確立があったと考えられよう。

「無名の」「半ば未知の」「不遇の」

　「呪われた」（maudit）という形容詞にヴェルレーヌはいかなる思いを込めた
のか。連載中のモリス宛書簡では「劫罰を受けた詩人たち（ces poètes dam-
nés）」とも呼んでいるが 14），含意が最も明確なのは本文中の「ステファヌ・マ
ラルメ」末尾，すなわち第 １ 集の総括部分である──

　擱筆しよう。賛辞は洪水と同じく，ある絶頂をもって終わるものだ。
　それに我々の目的は達せられた。然るべき人々の眼前に必要とされる詩を提供した
のであり，繰り返して言えば，「文学」のためにこれらの貴重な名を相応しく遇するよ
う主張しえたことは名状しがたく誇りに思う。無名，半ば未知の名，不遇の名，すな
わちトリスタン・コルビエール，アルチュール・ランボー，ステファヌ・マラルメの
名前を！ 15）

この一節に第 ２ 集の構成を重ねあわせれば，ヴェルレーヌが言わんとするとこ
ろはより明確になる。第 １ 集と第 ２ 集のそれぞれの構成方法にはある相似が認
められる。「無名の」コルビエールとデボルド＝ヴァルモール，「半ば未知の」
ランボーとヴィリエ・ド・リラダン，「不遇の」マラルメと「哀れなレリアン」
──。コルビエールとデボルド＝ヴァルモールは，ある時期までヴェルレーヌ
自身にとっても「無名の」存在であった。前者はモリスから，後者はランボー
からの啓示で彼が知った，世を去って久しい詩人たちである 16）。ランボーと
ヴィリエ・ド・リラダンは，文壇ではある程度知られていたものの，一般の読
者にとっては「半ば未知の」詩人である。すでに詩を棄てて居所も定かではな
い過去の友人という点も共通している。最後に置かれたマラルメと「哀れなレ
リアン」は，同世代の高踏派の詩人たちが受けつつある社会的な光輝とは無縁
の場に身を置く「不遇の」詩人と見なすことができるだろう。
　とりわけ重要なのは，おそらくは『呪われた詩人たち』を連載する契機となっ
た詩人コルビエールの「発見」である。1875 年に 29 歳の若さで没した １ 歳年
下の詩人を，ヴェルレーヌは 1883 年初頭までまったく知らずにいた。唯一の詩
集『黄色い愛』（1873 年）が，『歌詞のない恋歌』（1874 年）と同時期の刊行であ
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る事実を知った驚きは大きかったに違いない。ヴェルレーヌは「魂の兄弟」を
見つけたのだとモリスは言う 17）。
　もしコルビエールという「無名の詩人」の存在がなければ，『呪われた詩人た
ち』第 １ 集はランボーとマラルメという，著者に近しい詩人を並べるに留まり, 
普遍性を獲得できないばかりか，単なるルサンチマンと捉えられる可能性も
あっただろう。「トリスタン・コルビエール」に示されているのは，読者よりも
ほんの少しばかり先んじた「呪われた詩人」発見の喜びと驚きであり，旧知の
ランボー，マラルメを語る手つきとはまるで異なる。
　「無名の詩人」「半ば未知の詩人」「不遇の詩人」を配置して『呪われた詩人た
ち』を構成する平衡感覚は，自らの分身である「哀れなレリアン」を早急に第
1 集に含めようとはしなかった冷静な判断，一種の客観性にも繋がるものだろ
う。完全に「無名の」詩人にはじまり自己宣伝に終わる構成はヴェルレーヌの
思惑に適っている。彼が第 ２ 集をくわえた計 ６ 人分の原稿を完成させたのち「コ
ルビエールとレリアンに加筆してもいい」とヴァニエに提案している点に 18）,
冒頭と掉尾を飾る詩人に対する思い入れの強さが窺い知れようか。

「ヴィリエ・ド・リラダン」の違和感

　ところで，『呪われた詩人たち』を繙く読者が，やや違和感をおぼえる肖像は
「ヴィリエ・ド・リラダン」であろう。プレオリジナルが存在しないという情況
的な差異ばかりではない。彼を「詩人」と呼ぶのはあまり一般的ではあるまい。
しかも文壇で一定の成功も収めており，当時から作品も比較的容易に入手でき
た点も他の「呪われた詩人たち」と大きく異なる。興味深いことにヴェルレー
ヌは，同時期に書かれた『今日の人びと』においてこのヴィリエ・ド・リラダ
ンを「絶対的詩人」の名で呼んでいる──

　読者は，この断片〔＝『エレン』〕を知った後で，かの絶対的「詩人」を訪問するな
ら，いかなる血筋で，どれほど重要な「作家」を相手にしているのかが理解できよう。
比較的僅かな詩しかものしていないにもかかわらず，詩人たる彼は，間違いなく当代
の誰よりもそうだからであり，少なくとも今世紀の真の詩人たちに引けを取らないか
らである。 19）

　ヴェルレーヌが以降も滔々と述べ立てるのは，散文を主とする作家だが本質
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は詩人である，という比較的単純な論旨である。「絶対的」という語も，むしろ
文中の「相対的に（relativement）」に対応しており，あくまでもヴィリエ・
ド・リラダンを「詩人」に分類するために必要な手続きに過ぎない。同様の操
作は『呪われた詩人たち』においても繰り返される──

　ヴィリエがすでに燦然と栄光に輝き
0 0 0 0 0 0 0 0

，彼の名が最も深い反響に運命づけられ，果て
しない後世へ向けて発しているにせよ，それでもやはり我々は彼を「呪われた詩人た
ち」に分類しよう。なぜなら

0 0 0 0

，その足下にあるはずの現代では，彼はいまだ十分な栄
0 0 0 0 0 0 0 0 0

誉に浴していないからだ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。 20）

「詩人」であること，「呪われた」存在であることを躍起になって説明すればす
るほど，ヴィリエ・ド・リラダンの登場が場違いである印象はかえって強まる。
この違和感，異物感は，執筆の経緯に起因する可能性が高い。第 ２ 集の計画を
モリスに示す 1883 年 11 月 16 日付の書簡において，ヴェルレーヌはヴィリエ・
ド・リラダンについてこう語っている──

　『呪われた詩人』としての（それなら新シリーズの）ヴィリエ，それはいい，すごく
いい，──だがまったく

0 0 0 0

知られていないヴィリエのことを語る必要があるし，そのた
めは彼から『モルガヌ』『イシス』──人目につかずに刊行された美しい作品群！──
を手に入れる必要があるだろう。これらにくわえて，『クレール・ルノワール』と，彼
自身は駄作と見なしている（冒瀆だ！）そのほか未刊の残酷物語が載った『ルヴュ・
デ・レットル・エ・デ・ザール』もだ。彼は 16，7 年前にその編集長をしていたのだ。
とりわけ『クレール・ルノワール』は見事な狂気と度肝を抜く真の良識（他に言いよ
うがない！）の作品だよ。『新たなイヴ』も必要だろう。だが方策は？ ヴィリエに会
うとして（とても興味をそそられるが），いったいどこで？ これらの作品を渡すこと
には同意してくれようが，しかしそれらを持っているだろうか？ 21）

　旧友ヴィリエ・ド・リラダンの名が唐突に現れた感があるが，おそらくなに
かモリスの提案に答える返信なのだろう 22）。ここでヴェルレーヌが引用すべき
作品に思いを凝らすことは，『呪われた詩人たち』の特徴を踏まえるなら，当然
なことと見なせよう。未所有のコルビエールの詩集，自分だけが持つランボー
の詩篇，マラルメに「大至急で！」と頼んで送らせた未発表詩篇，これらの得
がたい資料が連載の要であることはヴェルレーヌ自身が理解していた。実際に
翌日の書簡でもモリスに「ヴィリエと，文字通り呪われた

0 0 0 0 0 0 0 0

彼の作品について書
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いたことを読みましたか」 23）と尋ねている。しかし結局ヴェルレーヌはこれら
「呪われた」作品を発掘する手間を取らず，当時も入手可能であった戯曲『反
抗』と『新世界』の一節，『残酷物語』に挿入されている詩篇を引用するに留め
た。つまり「ヴィリエ・ド・リラダン」にかんしては，入手しがたい作品を読
者に示すという原則を完全に放棄したのである 24）。
　「ヴィリエ・ド・リラダン」の座りの悪さは，『ラ・ヴォーグ』誌のギュスター
ヴ・カーンに原稿を委ねた際の添え状にも窺える。手紙のなかでヴェルレーヌ
は「ヴィリエ（『呪われた詩人たち』第 ２ 集の ３ 番目か，どちらかと言えば ２ 番
目の肖像）」 25）と記しており，この時点でも構成にいささか迷いがあったことが
見てとれる。書状の末尾には「順序──デボルド＝ヴァルモール，ヴィリエ, 
P・レリアン」という決定版に繋がる書き込みがあるが，構想から長らく居場
所の定まらなかった「ヴィリエ・ド・リラダン」の本文があたえる違和感は, 
読者以上にヴェルレーヌ自身が感じていたように思われる。

結びにかえて

　以上確認してきたように，「呪われた詩人たち」各人とヴェルレーヌが取り結
ぶ関係は一様ではない。それでも全体がある程度の統一感を保ち，社会から好
評をもって迎えられたうえ，提示した概念が普遍化するまでの成功を収めた背
景には，確かな構成のロジックがあった。ヴェルレーヌは，同時期に着手した

『今日の人びと』では，同時代の「不遇の」詩人たちを紹介し続けたが 26），『呪
われた詩人たち』の第 ３ 集を執筆することはついになかった。いささか結果論
めくが，19 世紀末の文壇にマラルメ，ヴェルレーヌと同じ地位を占める詩人が
出現しなかったことを考慮すれば，全 ２ 集，計 ６ 人をもって『呪われた詩人た
ち』を完結させた判断は妥当であったといえよう。著者にとっては生涯の誇る
べき業績であったはずだ。晩年の 1892 年 11 月，ヴェルレーヌはハーグでおこ
なった講演会で矜持をもって同作に触れている。その一節を引いて本稿の結び
にかえることとしたい──

　当時いささか話題を呼んだ『呪われた詩人たち』という我が小著で，数カ月前に亡
くなったアルチュール・ランボーという誰も知らない詩人が，長い忘却のなかから姿
を現しました。その本では，やはり無視されていたふたりの詩人のことも真情をこめ
て正当に遇しています。すなわち，ブルトン人にしてパリジャン，酷薄にしてシニカ
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ル，しかるに数多の詩句のなんとも素晴らしいコルビエール！〔…〕そして我が親愛
なる友人マラルメ。やがて彼が然るべき栄光を見事に勝ちえるに先んじ，その名を挙
げたことは私の大きな喜びでした。
　少し経ってから私はこの小冊子の続編にとりかかり，３ つの新たな考察をくわえま
した。気の毒で偉大なヴィリエ・ド・リラダン，尊敬すべきマルスリーヌ・デボルド＝
ヴァルモール，彼女はドゥエー出身ですからフランドルの女性です──そして哀れな
レリアンという名の，我が最良の敵です。 27）
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